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は じめ に

　就職 して も親 と同居 し続 ける 「パ ラサ イ ト・シ ン グル 」， 高校や大学 を卒業後 も就

職せ ずア ル バ イ トを続 け る 「フ リー ター」， 進学 もせ ず仕事 もしな い 「ニ ー ト」な ど

が ，国の 内外で 社会的 な問題 とな っ て い る （Jones　and 　Wallace　1992− 1996，
　Maguir −

eand 　Macrae 　2001， 玄田有史 ・曲沼美恵 　2004）。 日本 で は ， 「パ ラサ イ ト ・シ ン

グ ル 」は少子 化 の原因 と され る晩婚化や 未婚化 との 関連で 問題 に され ， 「ニ ー ト」は

高齢化社会 に お い て 経済 を支 え る労働力 の減少 との 関連 で 問題 に され て い る 。 少子

化 に関 して は 2004年 に 内閣府が 少子化社会 白書 を発表 し ， 「ニ ー
ト」に 関 して は厚生

労働省が 2004年の 労働 経済 白書で 初 め て 取 り上 げ， 国や 各都道府県 も講習会や相談

窓 口 を設置す るな どの対策 を講 じ始 め て い る 。 この よ うな状況 を背景 に 青年期か ら

成人期 へ の移行期間 としての ポス ト青年期 （post
−adolescence ）が 出現 して い るの で

は ない か とい う議論が登 場 して い る （山田 昌弘　1997， 宮本 み ち子　2004）。

　本稿は ，
こ う した現状 を念頭 に 置 き なが ら後期青年期 に お け る メ デ ィ ア利用 に つ

い て 分析す る もの で あ る 。 現在問題 に な っ て い る後期青年期 の 特徴の ひ とつ は親 へ

の 依存 で あ る 。 山田 昌弘が 「パ ラサ イ ト」 と名付 けた こ とが 象徴 して い る よ うに ，

家族社会 学で は成人 して も親 に寄生す るラ イ フ ス タ イル が問題 とさ れ て い る 。 それ

に対 して ， 本研究の 焦 点 は， 後期 青年期 の メ デ ィア 戦略 と し て 「メ デ ィ ア へ の パ ラ

サ イ ト」が認 め られ るか どうか ， そ れが どの よ うな影響 を与 えて い る の か に あ る 。

で は ， まず後期 青年期 の 年齢 を 25〜 35歳 と規定 し ， そ の メ デ ィ ア利用 を分析す る こ
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と か ら始 め た い 。

1 ． 後期青 年期の メ デ ィア利 用

　 こ こで は情報通信 白書 （平成 16年版 ）か ら後期 青年期 の メデ ィ ア利用 に つ い て 考

察 した い 。 た だ この データで は25〜 35歳 とい う年齢 区分 が ない た め ， 20代 と30代 に

つ い て の デー
タ か ら後期青年期 の 利用状況を推測す る こ と に す る。 まず ， テ レ ビ

，

イ ン タ ーネ ッ ト（パ ソ コ ン ， 携帯電話 ・PHS の 合計）， 新 聞の 利用 時間 を世代別 に検

討 して み よ う 。 「図表 1」か ら分 か る よ うに ，
こ れ ら 3 つ の なか で は テ レ ビ の 利用時

間が一
番長 い 。 特に

，
60歳以上 の 世代の テ レ ビ利用 が顕著で あ る 。 他 の 年代で は20

代 の利用時間が 長 く，
10代の利用 時間が

一
番短 い

。
この よ うに テ レ ビ へ の パ ラサ イ

トは ， 後期青年期で は な く高齢期 に認 め られ る現象だ と考 え られ る 。

　新聞に つ い て は ，
10代の利用時間が 12．7分 と

一
番短 く， 20代で 29．2分 と少 し長 く

な り， 30代 で21．6分 と若干 短 くな り， その 後40代 で 32．5分 ， 50代で 65．1分 と長 くな

る 。 また， グラ フ の 変化は テ レ ビ の利用時間 と似 て い る こ とが分か る 。 た だ ， 60歳

代以上 で はテ レ ビ の ような顕著な利用時間の増加 は 認め られ ず ， 逆に 60．8分 と50代

よ り短 くな っ て い る 。
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（出所）平成 16年版 情報通 信 白書 （総 務 省 ）

http；〃 www ．johotsusintokei．soumu ．go．jp／whitepaper ／ja／h16／index．html

図表 1　 性別 ・世代 別 1 日当た り平均 メデ ィ ア 利用時 間 （平成 15年 ， 利用 者平 均 ）
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ネ ッ トの利用時間 に つ い て は ， 10代 の 利用 時間 が最 も長 く， 年齢が上 が
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るに従 っ て利 用時間 は短 くな り， テ レ ビや新聞の 利用時間 と逆の 傾 向が認 め られ る。

しか し， 携帯電話や イ ン ターネ ッ ト利用 は 年々 増加拡大 して お り， 幅広い 利用者に

浸透 して きて い る 。 したが っ て ， 年齢 に よ る利用時間 の差 が消滅 して い く可能性が

ある 。

　こ の よ うに メ デ ィ アの 利用時間 を年齢別 に見 る と ， 後期青年期 の 25 〜 35歳 と前後

の 年代 との 顕著な違 い を見 つ け る こ とは難 しい
。 た だ ， 未婚 とい う後期青年期 の 特

徴 に焦点 を当て た と き ， 異 な っ た傾 向が認 め られ る 可能性が あ る 。 また ， 利用 す る

メデ ィ ア の コ ン テ ン ツ に は後期青年期 と特徴付 ける 要素が あ るか も しれ な い
。 そ こ

で ， 次に この 二 つ の 点 に関 して 検討 して み る こ とに した い
。 で は ， まず未婚か 既 婚

か に よ る メ デ ィ ア利用の 違 い か らみ て お きた い 。

　『TOKYO 　FM 　2004〜 2005若者ラ イ フ ス タ イ ル 分析』に よる と ， 電話 ，
　 FAX

， 携

帯電話 ，
E メ ール

， チ ャ ッ ト・電子掲示板 ， 手紙 に つ い て は ， 「図表 2 」か ら分 か る

ように ， 電話 （携帯電話以外）が 30代社会人女性 ， チ ャ ッ ト ・電子掲示板が 20代社

会人女性 にお い て未婚 ・既婚で 有意 な差が認 め られ る 。 手紙 （年賀状 を除 く） は ，

30代社会人女性 を除 くすべ て に お い て 未婚 ・既婚 で 有意 な差が認 め られ る 。 た だ ，

携帯電話 と E メ ール は ， 全体 的に 利用率が極 め て 高 く有 意な 差 も認 め られ な い
。

1998〜 2004年の 同調査結果 を見 る と
， チャ ッ ト・電子掲示板の 利用 に お い て 20代 30

代社会人 男徃 に お い て未婚 の 利用 が 多 い こ とが 分か る 。 （図表 3参照 ）

　そ こ で ，
こ の よ うなイ ン ターネ ッ トの チ ャ ッ トや 電子 掲示板 を利用 した コ ミ ュ ニ

図表 2　 後期青 年期の メ デ ィ ア 利用 （％ ）

調査 数 電話

（携帯

以外）

FAX 携帯

電話

E メール チャ ッ ト。

　電 子

掲示 板

　 手紙

（年賀状を除つ

20代社会人未婚男性 100 72．D32 ．099 ．0 92．0 40．0 ．23．0

20代社会人未婚女性 100 8  ．  50．098 ．0 96．0 串43，0 霧42．o

20代社会人既婚男性 60 81．735 ．098 ．3 83，3 28，3 審10．O

20代社会人 既 婚女性 60 9  ．o56 ．795 ．0 93．3 寧23．3 竃60． 

30代社会人未婚男性 40 80．040 ．  95。O 85．0 27．5 ゆ27．5

30代社会人未婚女性 40 串85．042 ．597 ．5100 ．0 30．0 42．5

30代社会人既婚男性 4〔｝ 72．537 ．590 ，0 87．5 22．5 ＊ 7，5

30代社会人既婚女性 40 串97．550 ．O97 ．5100 ，  32．5 4  ． 

＊

既婚か 未婚か と メ デ ィ ア 利用 に x2 検定 （P く 0．05）で 有意 な差 が認 め られ た もの を示 す。

（出典） 「TOKYO 　FM 若者 ラ イ フ ス タ・イル 分析 2004− 2005』 よ り作成

　　　 http：〃 www ，tfm，co ．jp／wakan コeno ／正ndex ．html
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（出典）　図表 2 と同 じ

図表 3　 チ ャ ッ ト ・ 電子掲 示板 の 利 用

ケ ー シ ョ ン が 後期 青年期 と どの よ うに 関係 して い る の か を次に検討 した い
。

2 ． ア イ デ ン テ ィ テ ィ との 戯 れ

　ゲ ー リー ・ガ ン パ ー ト （Gumpert　1987　・　1990） は ， 様々 な メ デ ィ アが 登場 し ， 空

間的な制約が 取 り除 か れ 人間同士 の 話 し合 い に 「同 じ場所 に い る」 と い う条件が 不

要に な っ た点に 注目 した 。 そ して ， 都市 に 住む 多 くの 人が 近隣性 の な い 「地図 に な

い コ ミ ュ ニ テ ィ」 に 所属 して い る と主張 した 。 ま た ， シ ドニ ー ・H ・ア ロ ン ソ ン

（Aronson　1971）も， 電話 の普及 に よ っ て ， 居住 に よ る物理 的範囲に 制約 され な い 「サ

イ コ ロ ジカ ル ・ネイバ ー
フ ッ ド」が 生 まれ て い る と い う （中村功　2000）。 さ らに ，

ジ ョ シ ュ ア ・メ ロ ウ ィ ッ ツ （Meyerowitz　I　985） も， 電子メ デ ィ ア が 「物理 的な場」

と 「社会 的な場」 を分離す る と述 べ て い る 。 こ の よ うな現象をシ ェ リー ・ター クル

（Turkle　1998，
1999）は積極的に 捉 えた 。

　モ ラ トリア ム は青年期 の特徴で も あ っ た 。 1950年代 か ら6 年代 に か けて
，

モ ラ ト

リア ム は重要な概念で あ り， 学生生活 は モ ラ トリア ム の 期間で もあ っ た 。 しか し ，

ターク ル は ，
い まモ ラ トリアム を提供 して い る の は学生生活 で はな くサ イ バ ース ペ

ー
ス で あ る と主張す る 。 サ イバ ース ペ ース が， アイ デ ン テ ィ テ ィ と戯れ ， 同時 に新

しい アイ デン テ ィ テ ィ を試す こ とを可能 に す る点 に タ ークル は注 目して い るの で あ
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る。 タークル に よれ ば ， 私た ち は サ イバ ース ペ ース の 中でバ ーチ ャ ル な 「オ ン ラ イ

ン ・ペ ル ソナ 」を作 り出 して い る 。 そ して ， ウ ィ ン ドウ を切 り替 え なが ら複数の 「オ

ン ラ イ ン ・ペ ル ソ ナ」 を使 い 分 ける 。
コ ン ピ ュ

ータの 画面上 で 成立する 匿名性 は ，

自己 の 未開拓 な面 を表現する機会 を人 々 に与 え ， 自己 の 多元 的な側面が 平行 して 同

時 に探求 され る 。 多元性 と柔軟性 と い う観点か らア イ デ ン テ ィ テ ィ に つ い て 考 え る

こ とを促 して い る
一

連 の 文化 的な傾 向をメ デ ィ ア上の 生活が脚色 し具体化 して い る

の で あ る とター クル は考 え る の で ある 。

　「オ ン ライ ン ・ペ ル ソ ナ」の よ うな現象は ， 青年期の アイ デ ン テ ィテ ィ だ けで な く

恋愛の 形 の 変 化 に も現 れた 。 1999年 に 日本で も公 開さ れた 米国映画 『ユ ー ・ ガ ッ ト・

メ
ール （YOU

’VE 　GOT 　MAIL ）』 （1998年 Warner 　Brothers） は電子 メ
ー

ル が取 り

結ぶ 新 しい 恋愛 の 姿 を描 き 出 した 。 1998年 4 月 14日か らフ ジテ レ ビ系 で放映 され た

テ レ ビ ドラマ 『With　Love一近づ くほ ど に 君が 遠 くな る
一
』で も， イ ン ターネ ッ ト

の 電子 メ
ール が 若 い 男女の 恋愛 を取 り結ぶ 様子 を描 き人 気 を集めた 。 これ らの作 品

に共通 して い るの は ， 主人公 た ちが お互 い に 嘘 を つ い て い た点で あ る 。 職業 も住 ん

で い る場所 も毎 日の 生活 に つ い て も全部嘘 で あ っ た 。 た だ ， そ れ は 正直な気持 ち を

書き続 ける た め の 嘘だ っ た の で ある 。 「恋す るネ ッ ト」の 世界で ， 主人公 た ち は 「ど

この誰 か と い うこ と よ りも， も っ と大切 な こ とが あ る」 とい うこ とに 気が っ い て い

く。 それ は ， 現 実世界 の 社会的な地位や役割に よ っ て 規定 さ れ た 「私」で はな く，

そ れ らか ら解放 され たオ ン ライ ン 上 の 自分 こ そ 「本 当の 私」で い られ る こ と を意味

して い た 。

　実 は
，

この よ うな 「い ま の 自分か ら解放され た本当の 私」 と い う視点 は， 1980年

代か ら1990年代 に 登場 した テ レ ビ ア ニ メ の 主人 公 た ち の 姿 と重 な る 。 そ こで
， 次に

，

漫画雑誌 ， コ ミ ッ ク， ア ニ メ な どの メ デ ィ ア ・コ ン テ ン ツ に つ い て 検討 した い 。

3 ．　 ポス ト青春物語 とメ デ ィ ア

3．L 　 週刊 少 年漫画雑誌の 人 気

　前述 した 『TOKYO 　FM 若者ラ イフ ス タイル 分析 2004− 2005亅に よれ ば， 購読雑

誌 に つ い て
， 「図表 4 」か らわ か る よ うに男子 高校生 か ら30代社会人既婚男性 まで の

全て の 男性に お い て少年漫画雑誌が上位 3位 まで に必ず
一

誌登場 して い るの で あ る。

なぜ少年漫画雑誌が 世代を超えて 読 まれ て い るの だ ろ うか 。

　従来 ， 少年漫 画 は少 年期の 娯楽 で あ っ た 。 そ れ を青年期 に な っ て も愛読 し， 社会

人 に な っ て も読 み続 け る現象 は 1970年代か ら登場 し て い た 。 この よう な現 象を牽引
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し た の が週刊漫画 『少年ジ ャ ン プ』 （集英社）で ある 。 1968年 に 創刊 された 『少年ジ

ャ ン プ』は ， 新人 マ ンガ 家 を積極的 に 登 用 し， さら に読者 ア ン ケ ー トの 結果 を誌面

に 反映 させ 部数を伸ばした 。 1970年末 に 100万部 ， 1979年末 に300万部の 発行部数 を

記録 し ，
1988年12月19日発売の 「新春 3 ・4合併号」で つ い に 500万部の 大台を突破

した 。 その 後 ， 653万 部 ま で部数 を伸 ば した 『少年ジ ャ ン プ』は24年間に渡 っ て 少年

漫画業界の トッ プ に 君臨 した の だ っ た 。 しか し ， そ んな 「少年 ジャ ン プ 』 も人気連

載 マ ン ガ の終了後急速に 売 り上 げ を落 と し ， 1997年 つ い に 首位 の 座 を 『少年 マ ガ ジ

ン』（講談社）に譲 る こ とに な る 。 中野晴行 （2004）は ，
こ の よ うな 『少年ジ ャ ン プ』

人気 の 凋落の 原因 は読者 層が 小学生か ら大人 ま で拡大 した た め に 新作品の ターゲ ッ

トを絞 りきれ なか っ た た め だ と分析 した 。 「少年」と銘打 っ て は い るが これ らの 漫画

雑誌 の 読老層 は20代 を越 えて拡大 し て い た の で ある 。

　　　図衰 4　 年代別講読雑誌
一

覧 （男性 ）
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（出典） 図表 2 と同 じ

漫画文化が拡大す るなか で， 「ビ ッ グ コ ミ ッ ク 』 （小学館，
1968年創刊）， 『ヤ ン グ

ジ ャ ン プ』 （集英社 ，
1979年創刊）， 『ヤ ン グ マ ガ ジ ン 』 （講談社 ， 1980年創刊）， 『ヤ
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ン グサ ン デー』（小学館 ， 1987年創刊）等の 青年向 け漫画が登場 し人気 を集め ， 大人

向 け漫画 と少年向け漫画 の 間 に 新し い 青年向 け週 刊漫画雑誌 マ ーケ ッ トが 生 まれ た 。

し か し， 少年 漫画 は さ らに読者層 を拡大 し ， 今で は 30代 の既 婚男 性 に まで読 まれ て

い るの で あ る 。
こ の よ うな青年層へ の 漫画文化 の 拡大 の 過程 で 『ビ ッ グ コ ミ ッ クス

ピ リ ッ ツ 』 （小 学館 ：1980年創刊 ） に 掲載 さ れ た 柴門ふ み の 『東京ラ ブ ス トー リー
』

が テ レ ビ ドラ マ 化 （1991年 1 月 7 日よ り放送 ， フ ジテ レ ビ系） さ れ ， 『101回 目の プ

ロ ポーズ』 （1991年 7 月 1 日よ り放送 ， フ ジテ レ ビ系） と と もに トレ ン デ ィ ・ドラ マ

の 代表作 とな るな ど ， そ の 影響は もはや青年漫画， 少年漫画や コ ミ ッ ク の 枠を超え

て 広が っ たの で あ る 。 今 日の 後期青年期 を理解 す る上で
，

こ の よ うな漫画文化 の 拡

大 を分析す る こ とは 重要 な手がか りを与 えて くれ る。

　実 は ， 『少年ジ ャ ン プ』が 300万部の発行部数 を記録 し た 1979年 ， それ まで 青少年

の 人 気 を集め て い た あ る テ レ ビ番組 シ リーズ が 終焉 を迎 えて い た 。 それ は ， 日本 テ

レ ビで 1965年か ら放送 され て きた 青春 ドラ マ で あ っ た 。 夏木陽介 ， 藤山陽子 らが 出

演 し1965年 10月24日か ら41回に わ た っ て 放映 され た 『青春 と はな んだ』 （原作 ：石原

慎太郎 ， 音楽 ： い ず み た く， 主題歌 ：布施 明） は ， そ の後 15年間 にわ た っ て 放送 さ

れ る こ と に な る青春 ドラ マ シ リーズの最初 の 作品 で あ っ た 。

　 こ の 日本 テ レ ビの 青春 ドラ マ シ リーズ は， 青少年が 好ん で 見た人気テ レ ビ番組で

あ っ た 。 また ， 高等学校 を舞台に した青年教師 と生徒た ち の 学校生 活 を描い た テ レ

ビ ドラ マ は ， 戦後 日本の テ レ ビ番組 の 重 要 な ジ ャ ン ル として 注 目を集 め た 。 架場 久

和 （1990）は ， 恋愛小説が 近代的恋愛 と い う物語 を青年た ち に提供 した よ う に ， 青

春 も青春物語 の再現 に よ っ て 成立す る もの で あ り， 青年期 に 固有 の 自己の 発見 と は

青春物語の 模倣で ある と指摘 した 。 恋愛小説 ， 青春小説 とは近代社会誕生の物語で

あ り，
それを模倣す る こ とで 若者たち は近代的な 自己 ， 自律的主体 と い う観念を身

に つ けて い くの で ある。敗戦後 の焼 け跡か ら経済復興 を果た した戦後の 日本社会が
，

新た な近代化 の過程で 各家庭 に普及 した テ レ ビ とい う新 しい メ デ ィ ア を通 じて 青年

た ち に 提供 した 青春物語の ひ と つ が 青春 ドラ マ で あ っ た の で ある 。 そ して ， 当時の

青少年 た ち は 青春 ドラ マ を再現 す る こ とに よ っ て 自分の 青春物語を発見 した の だ っ

た 。 しか し， そん な青春 ドラ マ の テ レ ビ放送 も 『あさ ひ が 丘 の 大統領』の放送 を も

っ て 終了 す る 。 それ に か わ っ て 登場 し人気 を集 め るの が
， 新 しい タイ プ の テ V ビア

ニ メ で あ っ た 。

　最後 の青春 ドラマ 『あ さひ が丘 の大統領』の 放送が 開始 さ れ た 1979年 ， そ の後 の

リア ル ロ ボ ッ トア ニ メ に金字塔を打ち 立 て る こ と に な る 『機動戦士 ガ ン ダム 』の 放
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送が 開始 され たの だ っ た。 青春 ドラ マ の 終焉 と新 し い タ イ プの テ レ ビア ニ メ の 登場

は ， 青春期の モ デル が変容 して い くこ と を意味 して い た 。 で は ， 次 に そ んなテ レ ビ

ア ニ メ に つ い て 取 り上 げてみ たい 。

3．2． テ レ ビア ニ メ と後期青年期

　1970年代半ばか ら1990年代半ばまで の テ レ ビア ニ メ を見 る と ， 70年代後半の 『宇

宙戦艦 ヤ マ ト』， 70年代末か ら現在まで続 く 『機動戦士ガ ン ダム 』， 80年代後半か ら

90年代前半の 『ドラ ゴ ン ボール 』， 90年代前半の 『幽☆遊☆ 白書』 と 『美少女戦士 セ

ーラ
ー

ム
ー ン』， 90年代半ばの 『新世紀 エ ヴ ァ ン ゲ リオ ン』な ど ， 爆発的な ヒ ッ トと

な っ た作 品が 目白押 しで あ る こ とが わか る 。

　「宇宙戦艦 ヤ マ ト』の 主人公 で ある古代進は 昆虫好 きで 争 い ご と を嫌 う優 しい 少 年

で あ っ た が ， 謎 の 侵略者ガ ミ ラス の 遊星 爆弾 の 攻撃 で 死 ん だ両親 の 復讐 を誓 い 勇敢

な戦 士に変貌す る 。 そ れ に対 して ， 『機動戦士 ガ ン ダム 』の 主人公 で あるア ム ロ ・ レ

イ は ， メ カ オ タ クで 内向的 な少年で あ り， 当初戦 う事に 意義 を見 出せ ず艦長 と衝突

してい たが徐々 に精神的に 成長 して い く。 そ して ， 特別 な能力を持 っ た人類 で ある

ニ ュ
ータ イ プ （従来 の 人類が オ

ール ドタイプ） として覚醒 す るの で あ る。 古代進 と

アム ロ ・レ イの違 い は この覚醒の 有無に ある 。 実は 『少年ジ ャ ン プ 亅に 1984年か ら

11年間に 渡 っ て連 載 され ， フ ジ テ レ ビ系で 1986年か らテ レ ビア ニ メが放送 され た 『ド

ラゴ ン ボ ール 』の 主人公で ある孫悟空 （サ イヤ 人名 ：カカ ロ ッ ト） も超サ イヤ人 に

覚醒す る 。 さ らに ， 1995年10月 4 日か らテ レ ビ東京 系で 放映が 開始された 『新世紀

エ ヴ ァ ン ゲ リオ ン 』で は ， 襲来す る謎の 生 命体使徒 （シ ト，
Angel ）か ら第三 新東京

市 を守るた め に汎用人型決戦兵器エ ヴァ ン ゲ リオ ン に 搭乗 し戦 う主 人公 の 碇 シ ン ジ

（14歳）も内向的で心 に傷を持 ち 自分 の生 き る意味 を問 い 続けな が らエ ヴ ァ ン ゲ リオ

ン初号 機 との シ ン ク ロ 率 を上 げて い くの で ある 。

　爆発的な人 気 を集めた 『機動戦士 ガ ン ダム 亅 『ドラ ゴ ン ボール 』 『新世紀エ ヴ ァ ン

ゲ リオ ン 』の 主人 公 に共通 して い るの は， 内な る超 人的な能力 を開花させ る点で あ

る 。 それ は別人 に なる とい う意味で の変 身で はない 。 外見 は変化せ ず ， あ くまで も

内に秘 めた能力 に よ っ て覚醒 す るの で あ る 。 青春 ドラ マ に は ， 「友情 」「仲間」「恋愛」

「夢」と い っ た キ
ー

ワ
ー ドや 「み ん な と

一
緒 に頑 張れ ば ， どん な若者だ っ て い つ か 夢

が か な う」 とい うテ
ー

マ が あ っ た。 それ に対 して ， アム ロ ・レ イ は もと もとニ ュ
ー

タイ プの 人類で あ っ た し ， カ カ ロ ッ トも生 まれ なが らに して 超サ イヤ 人の 潜在能力

を持 っ て い た し ， 碇 シ ン ジ もエ ヴ ァ ン ゲ リオ ン とシ ン ク ロ で きる 子 どもと して生 ま
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れ て い た 。 彼 ら は最初か ら選 ばれた 人々 で あ っ た 。 本人 た ちが それ を知 らなか っ た

だ けな の で ある 。 「い つ か 私 は覚醒す る」と い うの が これ らの 人気 テ レ ビア ニ メ に 共

通 した 感覚 な の で あ る
Cl）

。

　浅野 智彦 （1999）は ， 『聖 闘士 星 矢』 『ドラ ゴ ン ボ ール 』『幽☆遊 ☆ 白書』を分析 し

なが ら ， 登場人物 が複数 の人格 と融合 しなが らパ ワーア ッ プす る設定 に 注 目 した 。

そ して ， 浅野 は 「自分 自身の 同
一

性 に対す る固執 は ， 不気味で悪意 に満 ちた エ イ リ

ア ン の 姿 をか りて描 きだ され る」 （浅野 1999：43頁） と指摘 した の だ っ た 。 っ ま り ，

この ような青春 ドラ マ と人気 テ レ ビ ア ニ メ との 差異 は ， 「ア イ デ ン テ ィ テ ィ へ の 固

執」と 「覚醒の 予 感」と言う こ とが で きる 。 そ して ， 「覚醒 の 予 感」はチ ャ ッ トや 電

子掲示 板な どの 新 しい メ デ ィ ア利用が可能に した 「い まの 自分か らの 解放」 と い う

視点 と重な る。 こ の よ うな青春物語か らポ ス ト青春物語へ の 移行が今 日の 後期青年

期 の 特徴と深 く関係 して い る と考 え られ る。

　ポ ス ト青春物語を提供す るテ レ ビ ア ニ メ の 人 気 と コ ミ ッ ク市場の 活性化は ，
コ ミ

ケ （コ ミ ッ ク マ
ーケ ッ トの 略称 ） の 登場 を引 き起 こ した 。 そ こ で ， 次 に コ ミケ人気

に つ い て 取 り上 げよ う 。

3．3． コ ミケ 人 気 とメ デ ィ ア 社会

　 コ ミケ とは ， 漫画 ・ア ニ メ 同人誌 の 展示即売会で ある 。 第 1 回 コ ミケ は ， 1975年

12月 21日に虎 ノ門 日本消防会館会議室 に お い て ， 参加 サークル 数32， 参加 （入場）

者 600〜 700人 で 開催 され た 。 当初 ， 学校内の 漫画研究会 を中心 に ス タ ー トした コ ミ

ケ は ， その 後学校 の 枠 を超 え て参加 サ ーク ル 数 と参加者数 を急速 に増加 させ
，
1997

年 8 月 17〜 19日の第 52回で は ， 参加 サ ークル 3 万 300  ， 参加者 40万 人 に 達す るの で

あ る 。 そ して
，
1978年頃 に 初 めて コ ミケ に コ ス プ レ が登場 した

。
90年代に 拡大す る

コ ミケ の 中で 『美少女戦士 セ ーラ ーム ー ン』 『新世紀 エ ヴ ァ ン ゲ リオ ン』な どの人気

を背景 に コ ス プ レ 人 凵 は増加 し， 自作の コ ス チ ュ
ーム だけで な く業者が 販売す る既

製服 の コ ス プ レ まで 登場す る よ うに な る 。 実 は
，

こ の よ うな コ ミケ 人 口 の 拡大 を支

えて きた の が ， 新 し く コ ミケ に 参入 して くる若 い 世代 と い つ まで も コ ミケ を卒業 し

な い 現 在の 後期青年期世代 で あ っ た 。

　 コ ミケ が そ の 規模 を拡大 さ せ る 1980年代後半か ら1990年代前半は ，
バ ブル 景気を

背景 に キ ッ ズ マ ーケ ッ トが 活性化 した 時代で もあ っ た 。 少子化 の 影響で子 ど も人 口

が減少 し大手 アパ レ ル の 子 ども服部 門 が売 り上 げを落 とす な かで ，
ベ ベ や ミキ ハ ウ

ス な どの 子 ど も向けの 個性派ア パ レ ル が急速 に 売 り上 げを伸 ば し ， 子 ど も服売 り上
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げラ ン キ ン グの トッ プ に 躍 り出た の で ある 。 こ の よ うなキ ッ ズ マ ーケ ッ トの 活性化

を背景 に子 ど も向け専門 ビル が 相次い で 登場 した 。 そ こで は従来 と は 異な る可愛 い

感性豊か な子 ども服や個性的な子供服が 所狭 し と並び， 幼 い 子 ど もを連れ た 若 い 家

族つ れで 連 日賑わ っ た の で あ る
。
1992年 3 月13日に 東京渋谷に オ ープ ン した 「キ ッ

ズ フ ァ
ーム ・パ オ」 は ， 当時，子 ど も向け専門 ビル と して は 日本最大規模 を誇 っ た 。

その 中に あ っ た 「リカ ち ゃ ん ハ ウ ス 」で は ， 着せ 替 え人形の リカ ち ゃ ん の服 を実際

の子 ど もサ イズ に して レ ン タル して い た
。 それ は

，
1980年代の 消費文化 に お ける子

ど も服 と子 ど もの 関係 を象徴 して い た 。 当時の若 い 親世 代 は ， 自分 の 子 ど もを歩 く

着せ替 え人形 に して い た の で あ る （富田英典1992， 1995）。 80年代 に 歩 く着せ 替 え人

形 とな っ た子 ど もた ち は ，
10年後今度は 自ら進ん で 架空の ア イ ドル の 衣装を身 に つ

け るの で あ る 。 そ して ，
い ま彼 らは後期青年期 の 中核 を形成 して い る。
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（注）　「別冊宝 島 ：私 を コ ミケ に つ れ て っ て ！一巨大 コ ミ ッ ク 同人誌マ ーケ ッ トの す べ

　 て
一．，1358号 （宝 島社）1998年・， 巻末 「コ ミケ 年表」 よ り作成。

　　　 　図表 5　 コ ミケ お け る参 加サ
ークル 数 と参加 者数の 推移

　1980年代 は 日本で 家庭用 テ レ ビゲーム ブーム が生 まれ た時代で もあ っ た 。
1983年

に任天 堂か ら発売され た「フ ァ ミリー
コ ン ピ ュ

ータ」， 1985年に発 売 され たゲーム ソ

フ ト 「ス ーパ ーマ リオ ブ ラザ ーズ』， 1986年に発 売 され たゲ ーム ソ フ ト 『ドラ ゴ ン ク

エ ス ト』 は ， 家庭用 テ レ ビゲ ーム ブーム に火 を つ けた 。 その 後 ， 現在 まで 続 く家庭
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用 テ レ ビ ゲーム 人気 は ， 小学生 か ら若 い 親世代 まで ユ ーザ ーを拡大 した の で あ っ た 。

た だ ， ゲーム に 熱 中す る少年た ち の 姿が社会 問題 として ク ロ
ーズ ア ッ プ され た 。 野

村総合研究所 は，
2004年 8 月24日に ア ニ メ マ ニ ア ，

コ ミ ッ ク マ ニ ア ， ゲーム マ ニ ア

な どの 人数か ら日本の 「オ タ ク」人 冂 が 285万人で あ り ， そ の 市場規模は2，900億円

に 達す る と推計 され る と い う調査結果 を発表 した 。 1988年 8 月か ら1989年 6 月 に か

け て埼玉 県 と東京都で発生 した連続幼女殺人事件以降 ， 「オ タ ク 」は危険な存在 と考

え られ る よ うに な っ た
。

しか し
， 今で は 「オ タ ク」層は もはや無視で きな い 存在 と

な りつ つ あ る 。

　 コ ミケ人 気や 「オ タ ク」人 口 の 増加 は ， メ デ ィ ア に パ ラ サ イ トす る後期青年期 の

一
面 を示 して い る 。

1980年代， 中野収 （1984） は ， か つ て 日本 の若 者 を 「カ プ セ ル

人 間」 や 「メ デ ィ ア ・サ イ ボーグ」 と呼 ん だ 。
い わ ゆ る 「イ デオ ロ ギー

の 終焉 」か

ら価値 の 多様化 ・多元 化 が進 むに つ れ ， 普遍 的な価値 を共有 し ない 個別主義に よ っ

て ， 人 と人 の 関係は疎遠 に な り，
モ ノ や メ デ ィ ア との 付 き合 い が増 えて い っ た。そ

こ で 中野 は ， 孤 絶 した小宇宙 の 中で 自足 し ， 自らを見 つ め て い る 若者 を 「カ プ セ ル

人 間」 と呼ん だ の で あ る （中野 1984 ： 191−193頁）。 彼 ら は ， 他者 との 関わ りを最

小 限に し ， 関わ る 時は様々 な メ デ ィ ア を遮 断物 と して 間に お い て ， 心理 的 ・ 物理 的

な 間隔 を とろ う とす る 。 た だ ，
メ デ ィ ア との 関係 は接触 と い うよ り も融合で あ り ，

この メ デ ィア と融合 した若者を中野 は 「メ デ ィ ア ・サ イ ボー グ」 と呼ん だの で ある

（中野 1987 ：214−222頁， 242243 頁）。 その 後，
20年が 経過 し

， イン ター
ネ ッ ト

，
モ

バ イル メ デ ィ ア ， ブ ロ
ー ドバ ン ド，

ユ ビ キ タス ネ ッ トワ ーク ，
バ ーチ ャ ル リア リテ

ィ な どが登場 し ， 「オ タ ク」人 口 も増加 し， 「メ ディ ア ・サ イ ボーグ」た ち は 時代 の

表舞台 に登場 して きた 。 その 過程で 青春物語か らポ ス ト青春物語 へ の移行が 進ん だ 。

従来の 青春物語が 外的な封建的束縛を打 ち破 り自律的な 自己 と若い 恋 を遂 げ よ う と

す る物語 で あ っ た の に対 して ， ア ニ メ の 世界で は 「未知 な る 自己 が 覚醒 」 す る物語

が 登場 した 。 そ し て ， イ ン タ
ーネ ッ トを利用 した 「オ ン ライ ン ・ペ ル ソ ナ」「ネ ッ ト

恋愛」で は ， 内面的 な 自分の 世界 の 中で 「自己 の 多元 的な側面」 と現実の 自分 の 姿

か ら解放 され た 「本 当の 私」が探求 され る よ うに な っ た 。 青春物語が前近代的 な束

縛か らの 解放 を意味 して い た の に対 して ， ポ ス ト青春物語 は近代的 な 自己か らの 解

放 を意味 し て い る の で あ る 。

　 そ して ，
い まメデ ィ ア空間 と リア ル 空 間の 関係に大 きな変化が生 まれ つ つ ある 。
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4
． 「複合 現 実社会」 と 「フ ラ ッ シ ュ

・ モ ブ」

　1980年代 まで 関心 を集めた の がバ ーチ ャ ル リア リテ ィで あ っ た が ， 1990年代以降

注目を集め て い る 「複合現実感 （mixed 　reality ）」は ， 後期青年期の メ ディ ア戦略を

理解 す る上 で もうひ と つ の 手が か りを与えて くれ る。

　「複合現実感」 は ポール ・ミル グラム （Paul　Milgram　1994） らが提起した概念で

あ る。 「バ ーチ ャ ル リア リテ ィ」が 仮想空間を よ りリア ル に す る技術 で あ っ た の に対

して ， 現実空 間 をバ ーチ ャ ル に す る技術が登場 して い る 。 それ を 「拡張現実感 （aug −

mented 　 reality ）」 と呼 び， 従来の バ ーチ ャ ル を リアル に す る技術 を 「拡張仮想感

（augmented 　virtuality ）」と呼ぴ ， 両者 を総称す る概念 として 「複合現実感」が 提起

され て い るの で あ る 。 本稿で は ，
こ の よ うな リア ル とバ ーチ ャ ル が融合する社会 を

「複合現実社会」 と呼ぶ こ とに する 。

　現実に バ ーチ ャ ル を重ね あわ せ る技術で ある 「拡張現実感」で は ，
ヘ ッ ド ・マ ウ

ン ト型 3D デ ィ ス プ レ イ を装着 し ， 建物の 図面を実際の 壁 に 映像で 映 し出 し工 事 を

した り， 目の 前の リビン グル
ー

ム に仮想の 家具を重ね合わ せ る こ とで レ イ ア ウ トを

確認 し た りす る こ とが 可能 とな る 。 こ の技術の応用分野 として は ， 医療 ・福祉， 建

築， 防災 ， 教育 ・訓練な どの ほか
，

エ ン ターテ イ ン メ ン トや プ レ ゼ ン テ ーシ ョ ン な

ど多数 の分野が想定 さ れ て い る 。 これ まで は
， リアル な物質的空間 とバ ーチ ャ ル な

空間 は
， 分離 さ れ たふ た つ の空間で あ っ た 。 とこ ろが ， 「拡張現実感」を可能にす る

技術が登場 し
， リアル とバ ーチ ャ ル は

一
直線上 に 並 ぶ こ と に な っ た 。 その 結果 ，

バ

ーチ ャ ル か リア ル か と い う二 分法で は な く， 両 者 は 「よ りリアル 」か 「よ りバ ーチ

ャ ル 」か と い う程度の違 い にな る。

（出典） Paul　M 正lgram，　Fumio　Kishin‘〕，　A 　TAXONOMY 　OF 　MIXED 　REALITY 　VISUAL 　DISPLAYS
，

　 　 JEI（：E 　 Trttnstictions　 on 　Jnformation　Systems，　Vol　E77−D ，　No ．12　December 　10．　9．　4

　 　 　 http：〃vered ．rose ，utQronto ．ca／people／paul ＿dir／IEICE94／ieice．htl皿 1

　　　　図表 6　 Simplified　representation 　of 　a
“Virtuality　Continuum ”

　「複合現実感」を可能に す る技術 を人々 が 日常的 に利用す る の は ， まだ先の こ とで

ある と思わ れ る 。 た だ ， リア ル とバ ーチ ャ ル が 融合す る 「複合現実社会」 とは どの
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よ うな社会な の だ ろ うか
。

そ の 手が か りは バ ーチ ャ ル と い う概念に ある 。
バ ーチ ャ

ル は 「仮想の 」 あ るい は 「架空の 」 と訳 され て き た 。 しか し ， フ ィ リ ッ プ ・ケオ ー

（Qu
’
eau 　1992＝1997）が 指摘 した よ うに

， 本来 は そ の 物 の 本質 的な部分 を意味 して い

る 。 実 は ， イ ン ターネ ッ トが 多元 性 と柔軟性 と い う観点か らア イデ ン テ ィ テ ィ に つ

い て 考 える こ とを可能 に し， ネ ッ ト恋愛で 人 々 が 「ど こ の誰 か と い うこ と よ りも ，

もっ と大切な こ とが ある」 とい う こ とに気が つ い たの は， 人 々 が そ こ に成立す る人

間関係 に 「本質的 な部分」 を見て い るか らで ある
。

そ して
， 「複合現実社会」で は ，

リアル に バ ーチャ ル を重 ね合わ せ た関係が 登場 す る こ とに な る 。 対面的 な状態で 私

た ち は現実の 人 に バ ーチ ャ ル な情報 を重 ね る こ とに な る 。 それ は ， そ の人 の 「本質

的な部分」を重 ね合わ せ て 付 き合 う こ と を意味 して い る
。

つ ま り，
バ ーチ ャ ル な世

界 と リアル な世界が融合す る 「複合現実社会1 とは ， 「そ の人 の 本質的な部 分」が 重

視され る社会 と い うこ と に な るの で ある。

　バ ーチ ャ ル とい う概念が 「本質的な部分」 を意味す る と し て も
， 何 を 「本質的」

で あ る と考 え る か は簡単で は な い
。 人 に よ っ て 何 を本質的 と思 うか は異 な る し ， 状

況 に よ っ て も異 な るか らで ある 。 た だ ， リア ル とバ ーチ ャ ル が 融合 す る状況 を よ り

明確 に示 して い る現 象が す で に 近年世界 中で 発生 して い る 。 それ が 「フ ラ ッ シ ュ
・

モ ブ」で あ る。

　「フ ラ ッ シ ュ
・モ ブ」とは， イ ン タ

ー
ネ ッ トで 動 員された 大勢の 人 が公共 の 場 に 突

如出現 し ， 台本 に 従 っ て馬鹿げた行動 を し， そ して 現れ た と き と同 じ く唐突に 霧散

す る とい う もの で あ る 。 た と えば ， 2003年 の 9 月 1 日に ニ ュ
ージー ラ ン ドの オー ク

ラ ン ド市の 中心部に あ るハ ン バ ーガ ー店 「バ ーガーキ ン グ」に 突然200人 もの人 が 押

しか け ， 1 分間 に わ た っ て牛の 泣 き真似 を し た あ と ， 突然立 ち 去 っ た事件が あ っ

た
ω

。
こ の よ うな 「フ ラ ッ シ ュ

・ モ ブ」は ， イ ン タ
ーネ ッ ト とい う匿名の メ デ ィ ア空

間が リア ル 空間 に あふ れ 出 す現象 の ひ と つ で ある と考 え られ る 。 そ して ， 同種 の事

件 は 日本で も発生 して い るの で あ る。 「フ ラ ッ シ ュ
・モ ブ」 は

一
種の 「オ フ 会」で あ

る 。 「オ フ会 」 とは ， イ ン タ ーネ ッ トの チ ャ ッ トル
ー

ム な どで 知 り合 っ た人 た ちが ，

実際に 会 っ て楽 し く会 話 をす る会合で あ る 。 た だ ， そ こ で も本名 を名乗 る こ とは な

い
。 この よ うに 「オ フ会」 は ， リアル な 空間 に メ デ ィ ア 空間 を重 ね る よ うな状態 と

考 える こ とが で き る 。 2003年以降急増 した 「ネ ッ ト心中」 も一
種 の 「オ フ会」 と考

え られ る 。 た だ ， イ ン ターネ ッ ト上 で 自殺す る時間 と場所 と方法 を相談 し ，
シ ナ リ

オ に したが っ て 実際に 集団で 自殺 し消え て い くとい う 「死 へ の オ フ会」は ， 「フ ラ ッ

シ ュ
・モ ブ」 に似て い る 。 「オ フ 会」「ネ ッ ト心 中」「ブ ラ ッ シ ュ

・モ ブ」の よ うな現
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象は ， リア ル な世界がバ ーチ ャ ル に な っ た 現象な の で ある 。

　 リア ル に バ ーチ ャ ル を重 ね る事例 は ， イ ン ターネ ッ トの 「2チ ャ ン ネ ル 」で 話題

に な っ た 『電車男』 （新潮社）の話 に もみ る こ とがで き る。 『電車男亅 とは ， 2004年

2月か ら 4 月に か け て
，

イ ン ターネ ッ トの 匿名サ イ トで ある 「2 ちゃ んね る」の 掲

示 板で 起 こ っ て い た実際の 話で ある 。 そ れ は ア ニ メ オタ クの 男性が電 車内で 他の 乗

客が迷惑 して い た酔 っ ぱ らい に注意 した こ とが き っ か けに始 ま っ た恋愛物語で ある 。

「電車男」と い う名前で 掲示板 に登場 した 男性が
， 酔 っ ぱ らい の 男性 に 注意 した こ と

や そ の 後助 け た 女性か ら お 礼の贈 り物 が 届 い た こ とな ど， そ の 日 に あ っ た出来事 を

書 い て い くうち に ， 他の 参加者が 次々 に 自分 の 意 見 を書 き込 み 始め ， その ア ドバ イ

ス に従 い なが ら電車で 助 け た 女性 と 「電車男」の 恋愛 ドラ マ が 実際に 進行 して い く

の で あ る 。

　 この よ うな現象 は ， 「複合現 実社会」が 人 々 の 意識の 上 で は す で に始 ま っ て い る こ

とを示 して い る 。

5 ．　 後期青年期 の 出口

　後期青年期の 青年た ちが パ ラサ イ トす る メ デ ィ ア は
， 公的領域 と私的領域 の 区別

を曖昧 に し近代 と い う時代 を支 えて い た重 要な二 分法 を次々 に 破壊 して い る
。 後期

青年期が 抱 え る問題 は， おそ ら くこの よ うな大 きな時代の 変化の 中に位置づ け られ

る と考え られ る。 それで も， 彼 らは な ん とか 現実の 社会生活 と折 り合い を つ けな け

れ ば な らない
。

い つ まで も後期青年期 を続 け る こ と はで き ない
。 青春 ドラ マ で育 っ

た時代 の 若 者た ち も自分の 生 き る道 を探 して い た 。 そ し て
， 社会人 に な り世間の 荒

波に 揉まれ なが ら次第に現実的な 道 を選択 す る こ とに な っ た 。 それ が大人 に な る と

い う こ とで もあ っ た 。 と ころ が ， 今 口の後期青年期 は
， 社会 に 出て か ら も自分の 生

き る道 に迷 っ て い る 。 彼 らの生 き方は ， 最近若者た ち が 口 に す る 「自分 に 正 直 に 」

と い う言葉に よ く表れ て い る 。 従来は 「相手 に対 して 正 直 に 」で あ っ たベ ク トル の

向 きが 内向きに変わ っ て い る の で ある 。 そ れ は ， 「自分探 し」とい うモ ラ ト リア ム で

は ない
。 そ こ に あ る の は前述 した 「本 当の 私」「い つ か覚醒 す る私」とい う物語で あ

る 。
こ の よ うな物語 を本質的な部分 と考 える限 り， 後期青年期 の 出 口 は見 えな い

。

　た だ ， 前述 した 『電車男』の 主人公 は生身の 女性で ある 「エ ル メ ス 」 との 出会い

に よ っ て ア ニ メ オ タク を卒業する 。 その意味で は ， ポ ス ト青年期 を卒業し成人期 へ

移行 する こ と を想定で きるか も しれ な い
。 しか し， それ は容易 な こ とで は ない 。 実

際 ， 「電車男」の 恋人 で あ る 「エ ル メ ス 」 も準オ タ クで あ っ た 。 「オ タク」同士 の カ
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後期青年期の メディ ア戦 略とサブカル チ ャ
ー

ッ プル は ， お そ ら く当事者 に は理想的だ ろ う。 しか し ， それ で は 「オ タ ク」 を卒業

で きな い
。 む しろ ， 「オ タ ク」 とは卒業す る もの で は な く， 「萌 え」る対象 を変える

こ とで しか な い の か もしれ な い 。 た だ ， ひ と つ だ け社会生 活 と折 り合 い を つ け る方

法が ある 。 それ は ， 「ひ き こ もり」「ニ ー ト」を続 け るた め に 時々 フ リーター
に な る ，

フ リ
ー

タ
ーを続 ける た め に 時々 正 社員に な る ， 親 に 堂々 とパ ラ サ イ トす るた め に結

婚す る と い う方法で ある 。 「ひ き こ も り」を題材 に した滝本竜彦 の小 説 『NHK に よ

う こそ』 （角川 出版 　2002）の主人公 「佐 藤達広」 も， 「ひ き こ も り」 を続 け るた め

に フ リーターを始 め る。

　ポス ト青春期の 物語 は ， 現 実の 自分 に 縛 られ る こ とな く 「本当 の 私」 へ と覚醒 す

る こ とで あ っ た 。 近 年普及 した新 しい メ デ ／ ア へ の パ ラ サ イ トが それ を可 能 に して

い る 。 後期青年期の 出口 に広 が っ て い る社会が ， リア ル と バ ーチ ャ ル が融合 した 「複

合現 実社会」 に な る と き ， 後期青年期を卒業す る こ とな く 「自分 に正 直 に生 き る」

こ とが で きる の か もしれ ない 。

〈注 〉

（1＞ 『新世紀 エ ヴ ァ ン ゲ リオ ン 』で は ， 「使徒」が 覚醒 す る と い うシ ー ンが登 場す る 。

　 それ は 「使徒」が この物語 の 中で 持つ 意味 と深 く関わ っ て い る 。 この 点 に つ い て

　 は， 本研究 の テー マ か らは ずれ る の で 言及 しない
。

（2） Wired 　News 　
“Flash　Mobs 　Get　a　Dash　of 　Danger ”

，
02： 00　AM 　Sep．10

，
2003

　PT
，
　http；／／www ．wired ．com ／news ／culture ／O，1284，60364，

00．html 邦 訳 は 右 記

　「世界 中に 広が るモ ブ （群集）イベ ン ト，
と きに は衝突や 警察沙汰 も」Wired　News

　（Wired 　 Japan） http：〃hotwired．goo ．ne ．jp／news ／news ／culture ／story ／

　 200309．　16204，html 。 世界で 最初 の フ ラ ッ シ ュ
・モ ブ と され て い る事件 に つ い て

　 は ， 次の報道 が あ る 。 Wired 　News
“
E − Mail　MQb 　Takes 　Manhattan ”

，
02： 00

　AM 　Jun．19
，
2003　 PT 　 http：／／www ．wired ．com ／news ／culture ／O，

1284
，
59297

，
00．

　html邦訳 は右記 W ｛red 　News （Wired 　Japan）「電子 メール で招集， 『無意味な群

　衆』プ ロ ジ ェ ク ト」http：／／hotwired ．goo ．ne ，jp／news ／news ／culture ／story ／

　 20030623203．html
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ABSTRACT

   Media  Strategies and  Subculture in Extended  Adolescence

TOMITA,  Hidenori

This study  analyzes  the relationship  between  the usage  of  media  ancl  subculture

in extended  adolescence.  The media  seen  as  most  characteristie  of  people  in

extended  adolescence  include chatting  and  electronic  bulletin boards on  the

Internet, and  comic  magazines.  Sherry Turkle thinks that the use  of  the Internet

has influenced the establishrnent  of  the identity of  adolescents  since  they can

experiment  with  multiple  identities in the world  of  the Internet. She also  present-

ed  the concept  of  an  
"online

 persona,"  where  one  can  assume  a  fluid and  multiple

identity and  act  differently from  ene's  true self.

    During  the 1960s and  1970s, young  people  were  fond of  popular television

programs  known  as  teen dramas, which  were  set  in high schools  and  involved

young  teachers  and  their students.  The  shows  were  based on  themes  such  as

``effort,"

 
`Cdreams"

 and  
"love,"

 and  the heroes fulfilled their dreains, overcoming

various  obstacles.  One  effect  of  these shows  was  that during this period, young

Japanese people discovered their own  stories  of  adolescence  by reproducing  the

teen  drama  programs  in their everyday  lives. However, after  the 1980s, young

people  started  to read  comic  magazines  targeted  at  teens and  the post-

adolescence  stories  gained  in popularity. At that time, animated  cartoons  such  as

"Mobile

 Suit Gundam," 
"Dragon

 Ball" and  
"Neon

 Genesis Evangelion" became

very  popular. Their heroes all experienced  an  
"awakening,"

 in which  they

became super-heroes.  Unlike the heroes of  the teen  drama  shows,  who  were

regular  high school  students,  they realized  that they had latent superhuman

powers, In these animated  cartoons,  the 
`[adherence

 to identity" is typically

represented  in the form  of  an  ominous  alien.

    The  sense  of  liberation from  one's  actual  self  through  means  such  as

chatting  and  electronic  bulletin boards, as  well  as  the post-adolescence stories,

is thought  to be  closely  related  to the problem  ef  extended  adolescents  who  are

a focus of  social  attention  in the present world.  It is clear  that the  adolescent

strategy  toward  the rnedia,  which  uses  the media  as  a means  to arouse  one  true

self, has a parasitic relationship  with  the media.

  94


